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暖
冬
の
予
報
に
、
過
ご
し
や
す
さ

を
期
待
し
て
い
た
の
に
、
十
二
月
に

入
る
と
直
ぐ
連
日
の
大
雪
に
見
舞
わ

れ
、
雪
と
の
格
闘
が
続
い
た
。

そ
の
雪
が
よ
う
や
く
止
む
と
、
ほ

っ
と
す
る
間
も
な
く
、
あ
ち
こ
ち
か

ら
雪
害
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
町

内
の
指
定
天
然
記
念
物
の
中
で
も
、

特
に
サ
ク
ラ

・
ケ
ヤ
キ
の
被
害
が
多

か

っ
た
が
、
そ
の
他
に
領
家
の
モ
ミ

ジ
、
細
川
家
の
ヒ
イ
ラ
ギ
等
も
被
害

を
受
け
た
。

三
月
に
は
い
る
と
、
関
係
の
方
々

の
お
骨
折
り
で
、
雪
害
の
後
始
末
が

行
わ
れ
た
が
、
明
建
神
社
の
サ
ク
ラ

並
木
と
円
光
寺
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
に

つ
い
て
は
、
教
委
文
化
財
室
の
お
骨

折
り
で
、
折
れ
た
枝
処
理
と
、
防
腐

処
置
が
行
わ
れ
た
。

四
月
二
十
三
日
に
こ
の
両
者
を
撮

影
を
し
た
が
、
傷
跡
が
痛
々
し
い
な

が
ら
も
健
気
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る

姿
は
頼
も
し
く
思
え
た
。

一
方
白
雲
山
観
音
堂
で
は
、
平
成

十
二
年
に
着
し

さ
れ
た

「生
活
環
境

保
全
林
整
備
事
業
」
が
完
成
し
、
四

月
二
十
九
日
の
観
音
堂
祭
り
に
合
わ

せ
て

「白
雲
山
や
す
ら
ぎ
の
森
」
開

園
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。

『生
活
環
境
保
全
林

「白
雲
山
や
す

ら
ぎ
の
森
」
と
し
て
整
備
さ
れ
た
当

地
は
、
自
雲
山
観
音
堂
遺
跡
や
三
十

三
観
音
な
ど
古
く
か
ら
地
域
の
人
た

ち
に
親
し
ま
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
」ゝ
の
自
然
と
歴
史
あ
る
当
地
を
、

山
地
防
災
機
能
や
水
源
涵
養
機
能
な

ど
の
他
面
的
な
機
能
を
高
度
に
発
揮

さ
せ
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
気
軽
に

観
察
や
森
林
浴
な
ど
が
出
来
る
よ
う

遊
歩
道
や
休
憩
施
設
な
ど
の
整
備
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
…
…

「白
雲
山
や

す
ら
ぎ
の
森
」
は
地
元
住
民
は
も
と

よ
り
遠
来
の
人
々
に
も
森
林
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
、
保
険
保
養
の
場
と
し
て

多
目
的
な
利
用
を
期
待
し
て
整
備
さ

れ
て
お
り
ま
す
。』
（郡
上
市
の
公
式

文
書
か
ら
）
私
た
ち
も
フ
イ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
共
に
、
活
動
を
通

し
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
場
所
を
世

に
知
ら
し
め
た
い
と
思
う
．

さ
て
、
開
館
以
来
二
年
半
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
大
和
町
文
化
財
展
示

館
で
あ
る
が
、
よ
う
や
く
展
示
物
の

概
要
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を

作
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
だ
他
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
山
積
し

て
い
る
が
、
今
年
度
は
事
業
部
を
中

心
に
、
こ
の
施
設
を
拠
点
と
し
て
研

修
を
深
め
、
施
設
の
さ
ら
な
る
充
実

と
共
に
、
会
員
を
結
集
し
て
、
先
人

の
遺
し
た
も

の
を
悉
に
辿
り
な
が

ら
、
郷
土
の
文
化
財

へ
の
理
解
と
保

護
に
努
め
た
い
。
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▲
見
性
院

の
出
自
　
山
内

一
豊
の
　
　
こ
れ
は
、
高
知
女
子
大
学
故
丸
山

妻
千
代
の
、
父
は
美
濃
国
郡
上
八
幡
　
和
雄
名
誉
教
授
と
長
年
に
わ
た
る
共

城
遠
藤
盛
数
。
母
は
同
国
山
田
庄
篠
　
同
研
究
に
よ
り
解
明
し
、
故
山
内
豊

脇
城
十

一
代

東

常
慶
女
。
（はｍ麒”‘年じ
　
秋
様
に
よ
り
承
認
さ
れ
た

命
飢哺中口．）
。

千
代
は
兄
慶
隆
を
含
む
五
人
の
兄
　
　
す
な
わ
ち
、
山
内
家
系
図
中

「
一

妹
の
末
妹
で
あ
る
。
と

『大
和
村
史
　
由一里
の
妻
は
若
宮
喜
助
友
興
が
女
」
を

通
史
編
上
巻
』
州
隋
に
発
表
さ
れ
た
。　
訂
正
さ
れ
た
の
で
あ
る

（裸
埋
、齢
獣

彫
臨
稼
鼎
″
に
）
○

（
一
五
六
二
）

▲
永
禄
五
年
九
月
、
父
盛
数
急
死

そ
の
年
、
千
代
誕
生
。
跡
継
ぎ
の

兄
慶
隆
は
十
三
歳
。寡
婦
友

順

尼
は

美
貌
ゆ
え
、
早
速
、
関
城
長
井
隼
人

正
や
も
め
か
ら
求
婚
さ
れ
た
。
彼
は
、

美
濃
国
守
稲
葉
城
斎
藤
龍
興
の
重
臣

で
あ

つ
た
。

幼
君
を
抱
え
た
遠
藤
家
は
、
老
臣

た
ち
が
御
家
の
重
大
事
と
し
て
、
拒

む
友
順
尼
を
説
得
し
て
、
長
井
隼
人

に
再
婚
さ
せ
た
。

▲
永
禄
十
年
、
信
長
に
よ
り
稲
葉

城
陥
落
　
直
ち
に
、
隼
人
は
将
軍
足

利
義
昭
の
許

へ
逃
げ
た
。
慶
隆
は
信

長
に
降
参
し
て
郡
上
領
を
安
堵
さ

れ
、
八
幡
城

へ
帰

っ
た
。

再
婚

の
付
人
埴
生
太
郎
左
衛
門

は
、
友
順
尼

。
六
歳
の
千
代
ら
を
連

れ
て
、
郡
上
苅
安
戸
谷
庵

（弊
ぜ

へ
避
難
し
た
。
た
ま
た
ま
、
信
長
に

反
抗
し
て
追
わ
れ
、
郡
上
に
隠
棲
し
、

布
教
を
続
け
て
い
た
本
願
寺

教

如

上

人
に
出
会
い
、
初
め
て
「友
順
尼
」

の
法
号
を
授
け
、
盛
数
や
先
祖
東
常

縁

・
元
胤
ら
を
供
養
し
た

（雛
繍
鯉

麒
″
）
。

千
代
は
、
母
友
順
尼
か
ら
、
曽
祖

ら
の

「古
今

（和
歌
集
）
伝
授
」
の

関
係
古
典
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、
苅

安
西
方
の
高
賀
山

・
瓢

ヶ
岳

・
南

岳
等
に
修
行
す
る
山
伏
修
験
者
の
道

場

粥

川
寺

・
星
ノ宮
等
に
も
参
り
、

本
尊
虚
空
蔵
書
薩
や
諸
仏
を
拝
し
、

同
行
の
太
郎
左
衛
門
と
共
に
、
山
伏

か
ら
武
術
を
習
っ
た
と
み
ら
れ
る
傘

日
明
刹
韻
Ъ
）
。
む
ろ
ん
、
父
盛
数
の

近
習
だ
っ
た
太
郎
左
衛
門
か
ら
、
乗

馬
を
教
え
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。

▲
千
代
と

一
豊
の
結
婚

　
一
豊
は

信
長
の
家
臣
秀
吉
に
従

っ
て
、
乱
世

平
定
の
戦
陣
に
明
け
暮
れ
た
。
そ
し

て
、
天
正
五
年
の
暮
、
秀
吉
は
、
播

州

攻
略
を
信
長
に
報
告
の
た
め
岐

阜
城

へ
帰

っ
た
ｃ
そ

の
時
、

一
豊

（三
十
二
歳
）
は
随
行
し
、
直
ち
に
、

苅
安
の
友
順
尼
の
女
千
代
（十
八
歳
）

と
見
合
し
、
翌
年
正
月
結
婚
し
た
。

秀
吉
の
事
だ
か
ら
、
知
ら
せ
だ
け
で

は
済
ま
さ
ず
、
北
方

（ド
大
）
の
式

場
に
の
ぞ
い
た
ろ
う
。
と
言
う
の
は
、

一
豊

の
姉
通

（鮒
じ

は
、
北
方
城

主
安
東
守
就

（輝
霧
Ｃ

の
弟
郷
氏

と
早
く
に
結
婚
し
、
遠
藤
盛
数
夫
妻

と
親
交
し
、
美
し
い
千
代
に
も
眼
を

留
め
、
一
豊
の
婚
期
の
遅
れ
を
案
じ
、

秀
吉
に
許
え
て
い
た
た
め
、
秀
吉
が

一
豊
を
連
れ
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。

通
の
母
法
秀
院
は
大
垣
の
稲
葉

一

鉄
下
の
牧
寸
政
倫
に
養
わ
れ
て
い
た

が
、
通
の
秀
吉

へ
の
積
極
的
な
訴
え

が
功
を
奏
し
た
と
み
な
す
。

―
こ
れ
以
外
に

一
豊

・
千
代
の
結
婚

好
機
は
見
出
せ
な
い
。

▼
・　
・　
・
▲

（
一
六
〇
０
）

▲
慶
長

五
年

関

ヶ
原

の
合

戦

は
、
一
豊
千
代

一
番
の
功
名
に
よ
り
、

家
康
が
天
下
を
握
る
機
運
を
生
み
、

一
豊
は
掛
川
六
万
石
か
ら
、
土
佐
二

十
四
万
石
の
国
守
に
栄
転
し
た
。

慶
長
十
年
、　
一
豊
は
土
佐
城
で
急

死
。
六
十
二
歳
。　
一
豊
の
叔
父
真
如

寺
の
在
川
謙
作
和
尚
が
、
掛
川
か
ら

急
船
で
乗
り
着
け
、
火
葬
に
付
し
、

千
代
は
法
号
見
性
院
を
授
け
た
。

実
は
、　
一
豊
千
代
が
秀
吉
の
長
浜

城
を
拝
領
し
た
が
、
天
正
十
三
年
十

一
月
の
大
地
震
で
六
歳
の
与
祢
姫
が

惨
死
し
、
京
都
妙
心
寺
大
通
院
に
弔

っ
て
い
た
。
従

っ
て
、
翌
年
、
見
性

院
千
代
は
、
一
豊
の
遺
骨
を
持
参
し
、

大
通
院
の
与
祢
の
墓
所
へ
納
め
て
、

共
に
弔
っ
た
。

▼
・　
・　
・
▲

▲
在

川
和
尚

に
披

露

し
た
見
性

院

七
首

の
道
歌
を
、
南
化
国
師
が

見
て
感
じ
入
り
、
早
速
、
道
号
を
授

け
ま
す
と
、
賛
嘆
し
た

（山
内
家
宝

物
資
料
館
蔵
）
。

仮
名
が
多
い
の
で
、
適
当
に
直
し

■̈
″

，

ｔ́
ｉ
〓
■
一，
Ｌ

．

ル
●
絶
晨
．ケ
■
み
非
夕
一

見性院肖像画 (山 内宝物資料館所蔵)
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て
、
解
釈
を
施
し
た
。

則

の
心
ほ
と
け
を
た
づ
ぬ
れ
ば
、

無
念
無
想
の
所
に
ぞ
あ
る

心
中
の
迷
い
の
ま
ま
に

（則
の

心
）
仏
法
の
真
実
を
た
ず
ね
た
ら
、

無
念
無
想
と
い
う
所
に
あ
る
事
を

知
り
ま
し
た
。

三
界
も
た
だ

一
心
と
き
く
時
は
、

地
獄
は
人
の
心
に
ぞ
あ
る

三
界

（欲
界

〈色
欲
＝
物
質
欲
・

食
欲

の
世
界
〉
、
色
界

〈欲
界
を

離
れ
た
物
質
的
存
在
の
世
界
〉
、
無

色
界
〈色
界
も
離
れ
た
受
・想
・行
・

誠

の
観
念
的
世
界
と

も
、
た
だ

一
つ
で
、
二
つ
と
無
い
と
聴
い
た

時
、
地
獄
と
い
う
の
は
、
人
の
心

の
中
だ
け
に
あ
る

事

を

知

り

ま

し

た
。

ち
ち
は
は
の
無
ま
れ

ぬ
さ
き
は
じ
ら
ぬ

也
、
し
ら
ぬ
所
を

こ
く
う
と
ぞ
じ
る

人

の
先
祖

の
無

か

っ
た
前
は
知
り

ま
せ
ぬ
。
知
ら
ぬ

所
を
、
万
物

一
切

を
包
容
す
る
虚
空

だ

と

知

り

ま

し

た
。

み
ろく
ぬ
　
　
　
　
　
　
）

釈
迦
弥
勒
縫
ひ
そ
と
み
れ
ば
現
在

は
、
た
だ
水
面
の
う
ち
に
あ
る
物

釈
迦
と
弥
勒
は
、
縫
糸

（縫
苧
）

の
よ
う
に
長
く
永
遠
に
お
救

い
下

さ
る
と
み
た
時
、
現
在
の
私
ど
も

は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
水
面
に
、

一
瞬
、
生
か
さ
れ
て
い
る
物
に
す

ぎ
な
い
事
を
知
り
ま
し
た
。

色
相
の
客
意
を
切

っ
て
無
が

一
、
四

衆

成

道
よ
り
虚
空
に
ぞ
ゆ
く

「色
相
の
客
意
」
と
い
う
現
世
の

旅
心
を
絶
ち
切

っ
て
、
私
ど
も
四

募
小
　
（一
卿
酬̈
鰤
砂
秘
一
奸
砒
価
を
融
籠
尼
）　
μは
、

仏
道
の
悟
り
を
得
た
時
、
絶
対
無

の
世
界

盆

が̈

一
）
、
虚
空
蔵
菩

薩

の
所

へ
往
く
事
を
知
り
ま
し

た
。

悟
り
得
て
迷
の
雲
の
は
れ
ぬ
れ
ば
、

心
よ
の
月
を
み
る
ぞ
う
れ
し
き

悟
り
を
得
て
迷

い
の
雲
が
晴
れ

た
の
で
、
心
か
ら
、
美
し

い
月
を

観
る
事
が
出
来
て
、
ほ
ん
と
う
に

嬉
し

い
。

御
う
た
い
づ
れ
も

い
づ
れ
も
奇
特
に
候
、

此
上
は
釈
迦

弥
勒

一
体

に
て
候
、
や
が
て
や
が
て

道
号
書
き

候
て
、
ま
い
ら
せ
候
、
以
上

御
歌
は
い
ず
れ
も
み
な
優
れ

て
い
ま
す）ピ
」れ
以
上
の
道
は
、

釈
迦
弥
勒

一
体
永
遠
の
世
界
で

ご
ざ
い
ま
す
。
早
々
に
、
道
号

（後
脇
雛
）
を
書
い
て
、
差
し

上
げ
ま
す
。
　
以
上
。

―
見
性
院
の
道
歌
に
圧
倒
さ
れ
、
「
こ

れ
以
上
の
道
は
釈
迦
弥
勒
の
道
」
と
、

彼
女

の
歌
に
重
複
す
る
よ
う
な
讃

詞
。

▲
千
代
、
一呂
賀
山
虚
空
蔵
信
仰

高
賀
山
は
苅
安
西
方
か
ら
板
取
鰯
じ

に
跨
が

っ
て
、
実
に
険
阻
な
山
。
修

験
者
は
、
山
中
駆
け
巡
り
、
洞
窟
等

に
幾
日
も
座
禅
、
修
行
し
た
。

岳
の
主
尊
は
、
自
山
信
仰

へ
も
連

な

っ
た
虚
空
蔵
菩
薩
で
あ

っ
た
。

円
空

（
嗽
午
）
も
粥
川
寺
で
得
度

し
、
入
山
修
行
し
た

（璧
講
）
。
そ

し
て
後
年
、
板
取
の
高
賀
神
社
に
、

誠
に
柔
和
な
笑
顔
の
、
虚
空
蔵
菩
薩

一
体
を
遺
し
た
。
な
お
、
円
空
は
北

海
道
か
ら
四
国
辺
ま
で
巡
錫
し
、
生

涯
に

一
万
体
ほ
ど
の

「円
空
仏
」
を

刻
み
、
最
後
に
、
関
弥
勒
寺
住
職
に

迎
え
ら
れ
た

（池
田
勇
次
編
集

・
美

並
村

『円
空
の
原
像
）
。
関
市
の
弥

勒
寺
は
、
古
代
武
儀
郡
衛
役
所
が
祭

祀
し
た
寺
院
で
あ

つ
た
。

千
代
は
、
一
豊
と
結
婚
す
る
ま
で
、

母
友
順
尼
の
許
で
、
東
家
の
歌
道
を

学
び
、
朝
夕
高
賀
三
山
を
邊
拝
し
、

ま
た
、
山
麓
の
社
寺
に
も
詣

っ
て
、

諸
仏
に
接
し
て
い
た
か
ら
、
見
性
院

と
な

っ
て
仏
道
を
悟

っ
た
時
、
深
淵

な
悟
り
の
世
界
を
歌
に
す
る
事
が
出

来
た
。

道
歌
七
首
の
う
ち
、
二
首
も
絶
対

無
の
世
界

「虚
空
」
を
歌

っ
た
。
見

性
院
千
代
は
、
や
は
り
、
稀
に
み
る

す
ば

ら

し

い
女

性

で
あ

っ
た
。

元
和
三
年
死
去
。
六
十
二
歳

（
一
豊

と
同
年
齢
）
。

な
お
見
性
院
は
、
土
佐
の

代
忠
義

に
、
形
見
と
し
て
、
「古
今
集
」
、
「徒

然
草
」
等
を
遣
わ
し
た
。

古
今
集

は
、
た
豊
房
が
襲
封

の

時
、
将
軍
綱
吉
母
桂

昌

院

へ

「
東

下

野

守
常
縁
筆
本
」
を
、
同
御
台

所

へ

「冷
泉
為
秀
本
」
を
、
夫
々
献
上

し
た

（徳
川
実
記
）
。

ま
た
、
「徒
然
草
」
の
著
者
吉
田

兼
好

（
三
塁
し

は
、
藤
原
二
条
為

世
の
四
天
王
の
第

一
。
当
然
、
二
条

派
の

「古
今
伝
授
」
を
施
行
し
た
東

常
縁
座
右
の

「徒
然
草
」
が
、
見
性

院
に
伝
世
さ
れ
、
大
切
に
、
ま
た
彼

女
の
座
右
本
に
な

っ
た
も
の
と
み
ら

れ
る
。
―
同
本
は
、
戦
前
中
等
学
校

の
国
語
副
読
本
に
も
使
わ
れ
た
。

（五
月
五
日
）

虚空蔵菩薩 (149 6cm)

(「円空の原像」所1又)高賀神社蔵



れ
の
三

桜
満
開
の
鎌
倉

「
日
本
に
は
、
こ
ん
な
に
沢
山
の
、

美
術
館
が
有
る
ん
だ
！
」

数
年
前
の
あ
る
契
機
を
境
に
、

私
は
美
術
館
を
作

っ
た
人
々
、
美
術

コ
レ
ク
タ
ー
の
種
々
層
に
興
味
を
感

じ
、
こ
れ
ら
の
書
物
を
読
み
あ
さ

っ

た
時
期
が
あ
り
ま
す
。松
方
幸
次
郎
、

益
田
孝
、
大
原
孫
三
郎
父
子
等
が
有

名
で
す
が
、
原
富
太
郎
は
、
そ
の
人

間
の
大
き
さ
に
於
い
て
他
の
人
を
抜

き
ん
で
て
い
た
様
に
思
い
ま
す
。

大
和
町
文
化
財
保
護
協
会
が
出
来

た
の
が
こ
の
頃
か
と
思
う

の
で
す

が
、
１
９
７
３
年
よ
り
数
年
間
、
「芸

術
新
潮
」
に
田
中
日
佐
夫
氏
に
よ
る

戦
後
美
術
品
移
動
史
が
連
載
さ
れ
、

７４
年
の
１
月
号
に
掛
け
て
５
回
に
渉

り
、
原
三
渓

（富
太
郎
の
通
称
）
の

偉
業
が
詳
し
く
載

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
人
の
蒐
集
の
偉
大
な
の
は
、

国
宝
級
の
古
い
建
築
に
ま
で
及
ん
で

居
り
、
廃
仏
毀
釈
の
影
響
に
よ
る
美

術
品
、
仏
像
等
の
海
外
流
出
を
防
ぎ

な
が
ら
、
三
重
の
塔
の
移
築
ま
で
実

現
し
た
事
で
し
ょ
う
。

更
に
、
芸
術
の
パ
ト
ロ
ン
と
呼
ぶ

に
相
応
し
い
若
い
画
家
達
、
安
田
靭

彦
、
小
林
古
後
、
前
田
青
郁
等
を
育

て
上
げ
、
大
観
、
観
山
達
に
も
支
援

を
惜
し
ま
ず
、
濃
尾
地
震
、
関
東
大

震
災
の
際
に
は
、
被
災
者
の
多
く
を

助
け
て
お
り
ま
す
。
栄
枯
盛
衰
は
人

の
世
の
常
、
生
糸
業
の
衰
退
に
よ

っ

て
、
三
渓
園
の
美
術
品
は
殆
ど
無
く

な
り
ま
し
た
が
、
庭
園
と
建
物
だ
け

は
後
の
人
の
努
力
に
よ
っ
て
立
派
に

残
さ
れ
、
戦
後
に
な

っ
て
矢
箆
原
（矢

野
原
）
家
住
宅
は
白
川
郷
か
ら
移
さ

れ
た

一
番
新
し
い
建
物
ら
し
い
。
で

も
渋
草
焼
や
春
慶
塗
等
の
古
物
展
示

品
、
欄
間
や
二
階

へ
の
階
段
も
凝

っ

た
造
り
に
な

っ
て
い
て
、
じ

っ
く
り

見
て
い
た
ら
、
私
が

一
番
最
後
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
残
り
時
間
を

気
に
し
な
が
ら
、
息
を
切
ら
せ
て
階

段
を
上
り
、
只

一
人
で
三
渓
園
の
象

徴
で
あ
る
旧
燈
明
寺
の
三
重
塔
を
目

の
前
に
し
た
時
が
、
最
高
の
至
福
の

ひ
と
時
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
回

は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
心
お
き
な
い

見
学
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新

緑
の
蕗
の
葉
に
、
淡
い
ピ
ン
ク
の
可

憐
な
桜
の
花
び
ら
が
幾
つ
も
張
り
付

い
た
光
景
は
、
瞼
の
奥
に
、
静
か
な

想

い
出
を
与
え
ら
れ
た
感
じ
で
し

た
。初

日
に
は
も
う

一
つ
の
楽
し
み
が

待

っ
て
居
り
ま
し
た
。
高
額
な
旅
館

の
多

い
鎌
倉
で
何
処
に
泊
ま
る
の
か

な
と
思

っ
て
い
た
ら
江

の
島

で
し

た
。
こ
こ
へ
は
何
度
か
行
き
ま
し
た

が
宿
泊
は
初

め

て

で

し

た
。
老
舗
旅

館

「岩
　
本

楼
」
、
驚
い
た

こ
と
に
入
浴

し

よ

う

と

し

た
ら

「待

っ

た
」
が
か
か

り
ま
し
た
。

少
々
待

っ
て
も
ら
ち
が
明
か
な
い
の

で
、
見
に
行

っ
て
み
た
ら
、
た
だ
脱

衣
所
が
混
ん
で
い
る
だ
け
で
し
た
。

旅
館
お
奨
め
の
洞
窟
風
呂
、
中
は
意

外
に
細
長
く
、　
一
番
奥
は
階
段
の
上

に
小
さ
な
魚
の
い
る
水
槽
が
、
階
段

を
塞
ぐ
形
で
置
か
れ
て
居
り
ま
し

た
。
「
こ
れ
火
事
に
な

っ
た
ら
ど
う
や

っ
て
逃
げ
る
ん
だ
ろ
う
？
」
渡
辺
さ

ん
が
冗
談
に
言

っ
た
事
が
、
本
当
に

な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
？
　
翌
朝
、

珍
し
く
早
く
起
き
た
私
は
、
洞
窟
風

呂
に

一
人
だ
け
で
の
ん
び
り
入
浴
を

済
ま
せ
、
ロ
ビ
ー
で
朝
刊
を
読
ん
で

い
た
ら
、
突
然
、
火
災
報
知
器
が
作

動
、
驚
い
た
の
は
支
配
人
で
し
た
。

以
下
の
状
況
は
省
略
し
ま
す
が
、
結

局
は
誤
作
動
だ

っ
た
模
様
で
、
ホ
ッ

ト

一
息

で
し
た
。　
　
岩
本
楼
最
大

の
自
慢
は
、
も
う

一
つ
の
ロ
ー
マ
風

）

呂
で
、
１
９
３
０
年
代
に
造
ら
れ
た

こ
の
設
備
は
、
国
の
登
録
文
化
財
に

指
定
さ
れ
全
国
に
幾
つ
も
な
い
お
風

呂
ら
し
く
、
飾
り
も
の
の
蛇
口
だ
と

か
、
ド
ー
ム
形
天
丼
の
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
だ
と
か
、
名
タ
イ
ル
職
人
の
テ

ラ
コ
ッ
タ
な
ど
、
文
化
財
に
指
定
さ

れ
る
と
、
火
災
警
報
は
厳
し
い
の
か
、

早
朝
、　
一
人
し
か
い
な
か

っ
た
支
配

人
は
、
連
絡
に
大
わ
ら
わ
で
し
た
。

文
化
財
の
お
風
呂
な
ん
て
初
め
て

と
言

っ
た
ガ
イ
ド
さ
ん
が

一
番
輝
い

た
の
は
こ
の
日
の
朝
で
し
た
。

来
る
時
は
、
鎌
倉
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映

で
殆
ど
無

口
だ

っ
た
ガ
イ
ド
さ
ん

も
、
江
ノ
島
、
七
里
ヶ
浜
、
稲
村
ヶ

崎
を
前
に
し
て
は

「真
自
き
富
士
の

嶺
」
そ
し
て
小
学
唱
歌

「鎌
倉
」
の

合
唱
と
、
岐
阜
県
の
花
だ
と
い
う
レ

旧矢野原邸

旧燈明寺二重塔
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ン
ゲ
の
漢
字
テ
ス
ト
と
急
に
元
気
に

な
り
、
成
績
が
良
か

っ
た
の
は

一
番

後
ろ
の
席
で
し
た
。

鎌
倉
の
観
光
は
、
車
も
人
も
混
ん

で
い
る
の
で
、
歩
い
て
見
物
す
る
の

が
ベ
タ
ー
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
を
バ
ス
で
廻
る
の
で
す
か
ら
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
先
ず
は
サ
ー
フ
ィ

ン
見
物
、
上
手
く
波
に
乗
る
の
は

仲
々
大
変
な
よ
う
で
し
た
。
由
比
ヶ

浜
か
ら
若
宮
大
路
に
入
り
、
鶴
岡
八

幡
宮
の
鳥
居
の
前
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
段
葛
の
両
サ
イ
ド
か
ら
の
桜
見
物

と
い
う
、
贅
沢
な
花
見
か
ら
鎌
倉
見

学
は
始
ま
り
ま
し
た
。

一
番
最
初
は
、
鎌
倉
南
の
端
の
材

木
座
、
光
明
寺
。
い
き
な
り
幼
稚
園

児
の
行
列
に
出
逢
い
ま
し
た
。

大
き
な
山
門
を
く
ぐ
る
黄
色
い
帽

子
の
園
児
の
行
列
越
し
に
見
え
た
満

開
の
桜
は
素
敵
な
風
景
で
し
た
。

本
堂
に
向
か

っ
て
左
側
に
小
堀
遠

州
作
と
い
う
大
賀
蓮
で
知
ら
れ
る
蓮

池
は
ま
だ
少
し
淋
し
く
、
右
側
に
竜

安
寺
の
石
庭
風
の
三
尊
五
祖
の
庭
、

道

一
つ
隔
て
た
向
こ
う
側
が
、
園
児

達
の
材
木
座
幼
稚
園
で
し
た
。
石
庭

の
真

っ
白

い
土
塀
の
外
側
に
、
旧
い

墓
石
が
整
然
と
並
ん
で
お
り
ま
し

た
。時

間
が
早
か

っ
た
せ
い
か
、
駐
車

場
が
ま
だ
空
い
て
い
て
鶴
岡
八
幡
宮

は
ゆ
っ
く
り
回
れ
ま
し
た
。

源
氏
の
勢
力
争

い
で
有
名
な
大
銀

杏
ま
で
が
ガ
イ
ド
さ
ん
名
調
子
の
世

界
、
「静
や
静
…
…
」
で
知
ら
れ
る

舞
殿
は
工
事
中
で
大
き
な
シ
ー
ト
で

覆
わ
れ
、
ガ
イ
ド
さ
ん
を
残
念
が
ら

せ
て
居
り
ま
し
た
。
傍
ら
で
奉
納
の

沢
山
の
酒
樽
群
を
横
目
に
、
写
生
中

の
人
が
目
に
入
り
ま
し
た
。
他
の
場

所
で
も
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
人
と
、

外
国
の
観
光
客
の
多

い
の
が
目
に
付

き
、
流
石
が
日
本
の
鎌
倉
だ
と
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
時
間
が
少
し
あ

っ
た
の
で
精
力
的
に
歩
き
回
り
ま
し

た
が
、
私
は
段
葛
の
手
前
の
大
鳥
居

ま
で
、
そ
の
先
ま
で
足
を
延
ば
し
た

方
が
多
か

っ
た
様
で
す
。　
帰
り
、
生

後

一
ヶ
月
程
の
可
愛

い
赤
ち
ゃ
ん
を

抱
い
た
お
礼
参
り
風
の
ご
家
族
が
、

大
銀
杏
の
階
段
を
元
気
に
登

っ
て
い

く

の
が
微
笑
ま
し
く
思
わ
れ
ま
し

た
。円

覚
寺
は
Ｊ
Ｒ
の
線
路
を
ま
た
い

で
の
参
拝
で
し
た
。
漱
石
、
藤
村
、

有
島
武
郎
等
文
士
ゆ
か
り
の
寺
で
田

一

中
絹
代
、
佐
田
啓
二
、
小
津
安
二
郎

の
お
墓
、
石
仏
や
塔
頭
も
多
く
、
時

間
が
許
せ
ば
と

の
思

い
が
多

い
所

で
、
１
５
０
段
近
く
の
急
な
階
段
を

登

っ
て
、
国
宝
の
洪
鐘
を
見
た
人
は

何
人
い
た
の
で
し
ょ
う
。

鎌
倉
五
山
の
第
２
位
は
円
覚
寺
、

第
１
位
は
建
長
寺
で
、
総
門
の
奥
の

桜
は
満
開
、
記
念
撮
影
の
場
所
が
多

く
歩
く
の
に
気
を
使

い
ま
し
た
。

堂
々
た
る
三
門
の
先
に
樹
齢
７
５
０

年
の
柏
槙

（ビ
ャ
ク
シ
ン
）
の
巨
樹

は
見
事
な
も
の
で
、
カ
メ
ラ
の
画
面

に
入
れ
る
の
が
大
変
で
し
た
。

長
谷
寺
の

「十

一
面
観
音
」
は
日

本
で
２
番
目
の
大
き
さ

（９
・
１８

０

で
、
正
に
金
色
の
崇
高
な
顔
立
ち
は

そ
れ
だ
け
で
圧
倒
さ
れ
る
感
じ
で
し

た
。　
観
音
堂
の
前
の
「見
晴
ら
し
舞

台
」
の
眺
望
は
、
遠
景
の
大
島
ま
で

は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
こ
で

も
お
地
蔵
さ
ん
等
の
石
仏
や
石
碑
、

花
や
山
野
草
の
種
類
も
多
く
、
見
所

は
き
り
が
な
い
感
じ
で
し
た
。

昼
食
の
味
亭
は
お
土
産
屋
さ
ん
の

三
階
、
気
が
付
い
た
ら
、
窓
の
外
に

大
仏
さ
ん
の
顔
が
覗
い
て
居
り
ま
し

た
が
、
や
は
り
見
下
ろ
す
よ
り
も
、

大
仏
さ
ん
の
正
面
の
な
る
べ
く
遠
方

か
ら
桜
越
し
に
拝
顔
す
る
の
が

一
番

美
し
い
お
姿
で
し
た
。
こ
こ
か
ら
六

地
蔵

へ
向
か
う
道
が
文
士
の
道
漫
歩

コ
ー
ス
、
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
銀
座
、
人

も
車
も
終
日
渋
滞
の
様
子
、
こ
ん
な

に
流
行
る
商
店
街
は
日
本
で
も
珍
し

い
で
し
ょ
う
。

今
の

一
番
の
人
気
は
紫
芋
の
ソ
フ

ト
ア
イ
ス
と
か
、
若
い
女
性
の
グ
ル

ー
プ
、
子
供
を
肩
車
し
た
外
国
人
家

族
に
交
じ

っ
て
、
元
気
な
熟
年
女
性

の
二
人
連
れ
で
通
り
過
ぎ
た
話
が
何

時
ま
で
も
耳
に
残
り
ま
し
た
。
「ね
え

辺
部
な
田
舎
に
い
る
よ
り
も
、
こ
う

い
う
活
気
の
あ
る
処
に
、
終
の
棲
家

を
探
す
の
が
、　
一
番
の
生
き
甲
斐
じ

ゃ
な
い
か
し
ら
？
」

鎌
倉
大
仏
を
最
後
に
バ
ス
は
帰
路

に
就
き
ま
し
た
。
今
回
の
旅
行
は
応

募
者
が
多
く
、

４５
名
の
定
員
を
締
め

憚

段かずらの桜

光明寺山門と境内のサクラ

建長寺仏殿

円覚寺山門
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切
る
の
に
苦
労
し
、
結
局
は
４８
名
、

補
助
椅
子
は
使

い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、　
一
番
後
ろ
は
５
人
座
り
、
ち
ょ

と
き
つ
か

っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、

不
満
は
冗
談
に
紛
ら
わ
し
て
話
に

一

生
懸
命
で
し
た
。
専
ら
車
で
の
苦
労

話
が
中
心
、
先
ず
カ
ー
ナ
ビ
で
指
示

す
る
曲
が
り
角
を
間
違
え
て

一
つ
早

く
曲
が

っ
て
し
ま

っ
た
ら
ど
う
教
え

て
く
れ
る
の
か
、
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
が
、
話
に
夢
中
で
い
つ
渋
滞
を
通

り
越
し
、
い
つ
東
名
に
入

っ
た
の
か

さ
え
分
か
ら
な
か

っ
た
程
で
す
。

渡
辺
さ
ん
が
北
陸
の
あ
る
駐
車
場
で

車
の
キ
ー
を
紛
失
し
た
話
、
夜
遅
く

警
察
に
連
絡
し
て
メ
ー
カ
ー
や
取
次

店
を
調
べ
、
パ
ト
カ
ー
を
乗
り
回
し

た
様
で
す
が
、
何
分
に
も
夜
中
だ

っ

た
の
で
大
変
だ

っ
た
ら
し
い
。
そ
の

次
に
は
山
田
さ
ん
の
１３
台
の
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
た
話
が
出
て
き
ま
し

た
。
あ
る
集
ま
り
の
帰
り
で
、

１３
台

の
真
ん
中
に
入

っ
て
し
ま

っ
た
け
れ

ど
、
追
突
さ
れ
た
だ
け
で
自
分
は
ぶ

つ
け
な
か

っ
た
の
で
、
却

っ
て
良

い

思
い
を
し
た
と
か
。
話
が
上
手
な
の

と
実
際
に
経
験
さ
れ
た
事
を
喋
る
の

で
つ
い
引
き
込
ま
れ
、
近
く
の
席
の

何
人
か
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
黙

っ

て
聞
き
耳
を
立
て
て
居
り
ま
し
た
。

私
な
ど
は
後
ろ
に
気
を
取
ら
れ
て
ハ

マ
ち
ゃ
ん
の
釣
り
馬
鹿
日
誌
な
ど
、

上
の
空
で
し
た
。
極
め
つ
け
は
、
渡

辺
さ
ん
同
乗
車
の
ガ
ス
欠
の
話
。
場

所
は
せ
せ
ら
ぎ
通
り
、
有
料
の
ト
ン

不ヽ
ル
が
出
来
る
以
前

の
若
か
り
し

頃
、
夜
間
、
坂
本
峠
を
越
え
る
際
に

ガ
ス
欠
を
起
こ
し
て
し
ま

い
ま
し

た
。
こ
の
苦
境
を
難
な
く
乗
り
越
え

て
来
る
の
で
す
。
「ど
う
や
っ
て
？
」

そ
れ
は
私
が
述
べ
る
よ
り
も
ご
本
人

か
ら
直
に
話
を
聞
か
れ
た
方
が
良
い

で
し
ょ
う
。
豊
か
な
人
生
経
験
と
的

確
な
判
断
力
、
対
処
の
方
法
に
頭
が

下
が
り
ま
し
た
。
改
め
て
渡
辺
さ
ん

を
見
直
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

次

い
で
と
言

っ
て
は
失
礼
で
す

が
、
二
人
の
人
に
感
謝
し
て
お
き
た

い
。
先
ず
滝
日
準

一
さ
ん
、
新
潟
、

能
登
、
鎌
倉
と
こ
こ
３
年
見
事
な
桜

を
見
さ
せ
て
貰

っ
て
居
ま
す
。　
旅

行
日
の
設
定
に
ど
れ
程
、
気
を
配

っ

て
居
ら
れ
る
事
か
、
今
年
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

も
購
入
、
バ
ス
も
そ
れ
に
併
せ
た
も

の
に
決
め
ら
れ
ま
し
た
。　
も
う
お

ひ
と
か
た
は
、
元
旅
行
屋
の
山
本
茂

さ
ん
、
今
回
も
見
え
な
い
の
で
準

一

さ
ん
に
聞
い
た
ら
、
も
う

「卒
業
」

さ
れ
た
と
言
う
こ
と
で
し
た
。
い
つ

も
大
き
な
薄

っ
ぺ
ら
の
カ
バ
ン
を
持

ち
、
色
々
心
配
り
を
さ
れ
た
あ
の
姿

に
は
も
う
会
え
ま
せ
ん
。
４
年
前
の

官
島
ま
で
足
を
延
ば
し
た
時
、
新
入

り
の
私
達
に
ま
で
さ
り
げ
な
く
気
遣

い
を
さ
れ
、
優
し
く
声
を
掛
け
て
く

れ
た
事
が
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
お
礼
を
言
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
方
は
、
ま
だ
次
々
現
れ
る
で
し

ょ
う
。　
毎
度

の

事
な
が
ら
、
文
化

財
の
旅
行
は
、
今

年
も
、
来
年
も
、

感
謝
、
感
激
の
旅

と
な
る
筈
で
す
。

さ
て
帰
り
の
バ

ス
は
夕
食
の
補
給

を
入
れ
て
３
回
サ

ー
ビ
ス

・
エ
リ
ア

に
止

ま

り

ま

し

た
。
そ
の

一
番
最
初
の
足
柄
で
私
の

ド
ラ
マ
が
待

っ
て
居
り
ま
し
た
。

我
々
の
バ
ス
は
岐
阜
バ
ス
の
目
立

っ

た
真

っ
赤
な
車
体
で
す
が
、
そ
の
周

り
に
自

い
車
体
に
桜
の
マ
ー
ク
を
散

ら
し
た
日
本
交
通
の
５
台
の
バ
ス
が

止
ま

っ
て
い
た
の
に
気
付
い
た
人
は

余
り
い
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
中

に
乗

っ
て
い
た
の
は
、
制
服
仕
立
て

の
黒
い
背
広
で
揃
え
た
新
入
生
風
の

若
き
青
年
達
、
胸
の
名
札
を
見
た
ら

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
」
の
文
字
が
読
み

と
れ
ま
し
た
。
私
は
嬉
し
く
な

っ
て

つ
い
声
を
掛
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「私
は
１０
年
前
君
た
ち
の
会
社
を
定

年
退
職
し
た
ん
だ
よ
」
「
ワ
ー
、
大

先
輩
な
ん
で
す
ね
」
聞
い
た
ら
、
入

社
研
修

で
関
西
方
面

へ
移
動
中
と

か
。
朝
、
桜
の
中
で
幼
稚
園
児
に
出

会
い
、
夕
方
、
若
き
後
輩
達
と
話
せ

る
な
ん
て
、
思

っ
て
も
い
な
い
出
来

事
で
し
た
。
所
が
話
は
そ
れ
だ
け
で

は
済
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
共
が
大

和
の
住
人
に
な
る
に
付
き
、
大
変
お

世
話
に
な

っ
た
親
類
が
八
幡
に
居
ら

れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
方
の
ご
子
息

が
二
浪
の
末
今
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
入
社
さ

れ
た
と
言
う
の
で
す
。
日
交
の
５
台

の
バ
ス
の
ど
れ
か
に
そ
の
子
が
乗

っ

て
い
た
筈
、
「
サ
ク
ラ
サ
ク
」
は
ひ

と
頃
合
格
通
知
の
定
番
で
し
た
が
、

何
と
な
く
嬉
し
い
気
分
と
な
れ
る
今

回
の
旅
行
で
し
た
。

帰

っ
た
翌
朝
、

１７
年
豪
雪
で
春
遅

い
大
和
町
の
我
が
家
で
、
初
鳴
き
の

鶯
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

長谷寺の「十一面観音」

記念写真



大
和
町
牧
粟
飯
原
家
蔵

よ
ろ
ず

と
め

ち

ょ

つ

万
留
帳
は
全

一
二
冊
か
ら
成

っ
て

い
る
。
各
冊
美
濃
紙
二
つ
折
り
五
〇

枚
綴
り
（た
だ
し
第
三
冊
は
五
五
枚
）

で
、
文
政
九
年

（
一
人
三
二
）
正
月

三
日
か
ら
死

の
直
前

の
慶
応
二
年

（
一
人
六
六
）

一
〇
月
末
ま
で
の
四

〇
年
間
に
わ
た
る
日
記
体
の
記
録
で

あ
る
。

筆
者
は
、
か
つ
て
篠
脇
城
主
東
氏

の
氏
神
で
あ

っ
た
妙
見
神
社

（現
明

建
神
社
）
の
神
主
栗
飯
原
豊
後
正
（あ

い
は
ら
ぶ
ん
ご
の
か
み
）
で
、
は
じ

め
は
武
蔵
と
い
い
、
の
ち
武
造
と
改

め
、
最
後
は
常
流

（
つ
ね
は
る
）
と

名
乗

っ
た
。
文
政
九
年
二

一
歳
で
父

に
死
別
し
て
家
督
を
相
続
し
神
職
を

継
い
だ
。

筆
者
が
神
主
を
勤
め
た
四
〇
年
間

は
、
日
本
が
明
治
維
新
と
い
う
歴
史

上
の
大
き
な
転
換
期
を
目
前
に
し
て

苦
悩
し
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
そ
れ

は
美
濃
の
奥
地
郡
上
と
い
え
ど
も
例

外
で
は
な
か

っ
た
。
そ
う
し
た
時
代

の
流
動
す
る
姿
が
こ
の
万
留
帳
に
、

し

っ
か
り
と
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
大
き
な

歴
史
の
足
音
を
聞
く
思
い
を
す
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
本
書
の
最
大
の
特

色
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
主
な
も
の

を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
全
国
的
に
襲

っ

た
天
保
の
大
飢
饉
を
始
め
と
し
て
、

郡
上
藩
の
趣
法
講
の
失
敗
、
米
札
発

行
と
イ
ン
フ
レ
の
進
行
、
そ
れ
に
反

発
し
た
農
民
騒
動
な
ど
、
藩
政
府
を

ゆ
さ
ぶ
る
よ
う
な
諸
問
題
や
、
さ
ら

に
全
国
的
な
米
価
の
暴
騰
、
大
坂
に

お
け
る
大
塩
平
八
郎
の
反
乱
、
異
国

船
の
渡
来
、
桜
田
門
の
変
、
和
宮
の

降
嫁
な
ど
歴
史
上
に
有
名
な
事
件

が
、
単
な
る
ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
く
、

み
な
自
分
た
ち
の
生
活
に
少
な
か
ら

ず
影
響
を
与
え
る
現
実
問
題
で
あ
る

こ
と
を
筆
者
は
指
摘
し
て
い
る
。
し

か
も
其
態
度
は
客
観
的
実
証
的
で
あ

っ
て
、資
料
と
し
て
の
価
値
が
高
い
。

私
た
ち
が
町
民
大
学
で
万
留
帳
を

読
み
始
め
て
か
ら
今
年
で
四
年
目
を

迎
え
た
。

こ
の
間
、
第
九
番
、
第

一
番
、
第

二
番
を
読
み
、
今
年
度
は
第
三
番
を

読
ん
で
い
る
。

そ
の
中
で
感
じ
る
ま
ま
に
以
下
少

し
述
べ
て
み
よ
う
と
思
う
。

天
保
八
年

（
一
人
三
七
）
二
月

一

九
日
に
お
こ
っ
た
大
塩
の
乱
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
二
月

一
九
日
大
坂
表
大
塩
何
某

（平
八
郎
事
）
そ
れ
ぞ
れ
の
企
て

に
よ
り
焼
亡
に
お
よ
び
申
し
候
。

前
後
種
々
色
々
大

へ
ん
な
る
話
こ

れ
あ
り
候
得
ど
も
、　
一
切
定
か
に

相
知
れ
申
さ
ず
候
。
但
し
三
月
十

六
日
、
右
企
て
の
人
々
逃
げ
候
者

御
尋
の
人
相
書
き
御
上
様
よ
り
御

触
れ
遊
ば
さ
れ
候
間
、
左
に
略
し

て
留
め
置
く
。

一
当
二
月
十
九
日
容
易
な
ら
ざ
る
企

て
に
お
よ
び
、
大
坂
市
中
所
々
放

火
い
た
し
、
乱
暴
に
及
び
候
元
大

坂
町
奉
行
所
組
与
力
大
塩
平
八
郎

並
び
に
組
与
力
大
塩
格
之
助
、
同

瀬
田
済
之
助
、
同
組
同
心
渡
辺
良

）

左
衛
門
、
同
近
藤
鍋
五
朗
悴
近
藤

梶
五
朗
等
人
相
書
き

一
年
齢
四
十
五

・
六
歳
計
り

大
塩
平
八
郎
、
相
体
こ
れ
を
略
す
、

其
節
着
用
鍬
形
付
き
甲
、
着
用
黒

き
陣
羽
織
、
そ
の
余
着
用
分
か
ら

ず
。
（以
下
略
）

事
情
が
分
か
る
と
、
直
ぐ
さ
ま
三

上
藩
主
遠
藤
但
馬
守
に
見
舞

い
状
を

出
し
て
い
る
。

一
二
月
十
九
日
大
塩
平
八
郎
等
企
て

に
よ
り
て
大
坂
大
火
仕
り
、
右
の
お

見
舞
い
　
」込
藤
但
馬
守
様
差
し
上
げ

候
書
状
左
の
通
り

一
筆
啓
上
仕
り
候
、
先
ず
以

っ
て

各
様
益
々
御
安
全
御
勤
め
遊
ば

さ
れ
珍
重
の
御
儀
に
存
じ
奉
り

候
、
然
ら
ば
去
月
十
九
日
大
坂

市
中
彩
し
く
焼
失
致
し
候
由
、

様
子
承
り
候
と
こ
ろ
、
御
城
内

並
び
に
御
下
屋
敷
に
於
い

て
は
御
別
状
こ
れ
有
ら
せ

ら
れ
ず
候
由
、
御
満
足
の

御
事
と
存
じ
奉
り
候
。
併

し
な
が
ら
こ
の
度
の
火
災

容
易
な
ら
ざ
る
御
儀
と
承

り
候
得
ば
、
定
め
て
殿
様

始
め
奉
り
御

一
家
中
御
心

配
こ
れ
あ
り
な
さ
れ
候
哉

と
案
じ
奉
り
候
。
右
御
機

嫌
伺
い
奉
り
た
く
、
愚
札
を
以

っ
て
斯
く
の
如
く
に
御
座
候
、

恐
々
謹
言

三
月
十
日

栗
飯
原
武
蔵

常
流
（花
押
）

松
井
与
七
郎
様

粥
川
小
十
郎
様

猶
こ
の
段
を
以

っ
て
御
機
嫌
伺

い
奉
り
た
く
存
じ
奉
り
候
。
御

序
で
の
刻
御
前
宜
し
く
お
取
り

成
し
仰
せ
上
げ
ら
れ
下
さ
る
べ

く
候
。
以
上
。

右
の
通
り
両
人
連
名
に
て
大
坂

在
勤
水
谷
亦
七
郎

へ
御
頼
み
申

し
、
差
し
遣
わ
し
申
し
候
。

紙
面
の
都
合
で
こ
こ
で
筆
を
欄
く

が
、
万
留
帳
に
は
私
た
ち
が
日
本
史

で
勉
強
し
た
事
柄
が
、
身
近
に
感
じ

ら
れ
、
限
り
な
い
魅
力
を
感
じ
る
。

「
万
留
帳
」
の

魅

力

佐

　

藤

　

光

「万留帳全十二巻」

-7-



５
月
１４
日
０
　
執
行
部
会

（年
間
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
）

執
行
部
会
、
役
員
会
提
出
議
題
に
つ
い
て

「文
化
財
や
ま
と
」
編
集
委
員
会

原
稿
依
頼
に
つ
い
て

５
月
１９
日
Ｑ
　
第
１
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

３０
日
０
　
監
査
会
、
役
員
会

平
成
１６
年
度
会
務

・
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
平
成
１７
年
度
事
業
計
画

・

予
算
案
に
つ
い
て
、
平
成
１７
年
度
総
会
に
つ
い
て
、
会
費
徴
収
に
つ
い
て

６
月
１７
日
０
　
平
成
１７
年
度
総
会

会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
発
刊

（発
行
部
数
４
０
０
部
）

７
月
１
日
０
　
執
行
部

１０
日
０
　
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
　
文
化
財
め
ぐ
り

（於
、
自
鳥
町
、
参
加
者
３９
名
）

‐９
日
の
　
第
２
回
役
員
会

３‐
日
０
　
東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

・
阿
千
葉
城
跡
清
掃

（参
加
者
３８
名
）

８
月
７
日
０
　
七
日
祭

・
薪
能

１０
月
５
日
ω
～
６
日
的
　
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

「秋
の
文
化
財
探
訪
」
（本
会
よ
り
３
名
参
加
）

８
日
ω
　
研
修
部
会

（秋
の
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

＝
日
の
　
執
行
部
会

‐８
日
ω
　
第
３
回
役
員
会

（秋
季
日
帰
り
研
修

・
文
化
財
収
蔵
展
示
館
等
に
つ
い
て
）

２４
日
０
　
秋
季
日
帰
り
研
修

（参
加
者
４２
名
）

‐２
月
５
日
０
　
執
行
部
会

‐６
日
０
　
第
４
回
役
員
会
、
事
業

・
会
計
中
間
報
告
、
懇
親
会
そ
の
他

１
月
２８
日
ω
　
研
修
部
会

（平
成
１７
年
度
１
泊
研
修
計
画
）

２
月
９
日
ω
　
役
員
会

（平
成
１７
年
度
１
泊
研
修
に
付
い
て
、
そ
の
他
）

○
期
　
日
　
平
成
１８
年
４
月
５
③
～
６
日
Ｑ

Ｏ
目
的
地

（第
１
日
）
横
浜

「
三
渓
園

（矢
の
原
克
原
邸
を
中
心
に
」
、
（第
二
日
）

鎌
倉

（円
覚
寺
、
建
長
寺
、
鶴
岡
八
幡
宮
、
光
明
寺
、
長
谷
寺
、
高
徳
院

。
大
仏
）

○
募
集
人
員
、
最
大
４９
名

４
月
５
日
ω
～
６
日
”
　
平
成
１７
年
度
１
泊
研
修

（参
加
者
４８
名
）

４
月
２０
日
内
　
執
行
部
会

（年
間
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
）

執
行
部
会
、
役
員
会
提
出
議
題
に
つ
い
て

「文
化
財
や
ま
と
」
編
集
委
員
会
、
原
稿
依
頼
に
つ
い
て

５
月
１３
日
ω
　
第
１
回
役
員
会
　
監
査
会
、

平
成
１７
年
度
会
務

・
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
平
成
１８
年
度
事
業

計
画

・
予
算
案
に
つ
い
て
、
平
成
１７
年
度
総
会
に
つ
い
て
、
会

員
拡
大
に
つ
い
て
、

会
費
徴
収
に
つ
い
て
、

‐５
日
０
　
第
１
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

（役
員
改
選
、
そ

の
他
）

‐９
日
０
　
県
文
化
財
保
護
協
会
理
事
会

‐９
日
０
　
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

６
月
１２
日
０
　
平
成
１８
年
度
総
会

会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
発
刊

（発
行
部
数
４
０
０
部
）

２９
日
困
　
執
行
部
会

７
月
１０
日
０
　
第
２
回
役
員
会

‐９
日
Ｑ
　
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
　
文
化
財
め
ぐ
り

（於
、
大
和
町
）

３０
日
０
　
東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

・
阿
千
葉
城
跡
清
掃

８
月
７
日
０
　
七
日
祭

・
薪
能

９
月
２０
日
因
　
研
修
部
会

（秋
の
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

１０
月
＝
日
因
　
執
行
部
会

‐８
日
因
　
第
３
回
役
員
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
、
そ
の
他
）

期
日
未
定
　
秋
季
日
帰
り
研
修

‐２
月
５
日
の
　
執
行
部
会

‐６
日
０
　
第
４
回
役
員
会
、
事
業

。
会
計
中
間
報
告
、
懇
親
会
そ
の
他

１
月
２９
日
０
　
研
修
部
会

（平
成
１９
年
度
１
泊
研
修
計
画
）

２
月
９
日
０
　
役
員
会

（平
成
１９
年
度
１
泊
研
修
に
付
い
て
、
役
員
改
選
、
そ

の
他
）

◎
春
季
１
泊
研
修
は
新
年
度
の
実
施
の
行
事
と
す
る
。

以
下
期
日
未
定

文
化
財
研
修

（
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

《
文
化
財
展
示
室
を

中
心
に
も

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

「秋
の
文
化
財
探
訪
」

（以
上
の
ほ
か
、　
本
会
の
活
動
に
合
致
し
た
展
覧
会
・発
表
会
等

に
は
、
協
議
の
上
、
で
き
る
だ
け
参
加
す
る
。
）
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八
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矢
野
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吉
夫
　
　
八
八
‐
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弥
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平成17年度 決算書

△印は予算額に対しての増加額 (単位 :円 ) (収入の部)

(単位 :円 ) (支出の部 )

平成18年度 予算 (案 )

△印は予算額に対しての増加額 (単位 :円 )

(単位 :円 )

(収入の部)

イン
/

財
や
ま
と

第

号

されていました。
平成18年 5月 13日

監事 田 口勇 次

(支 出の部 )

収入 2,122,766-支 出 2,122,363=403円
(403円 は次年度へ繰り越し)

島 崎 増 造

代
表
者
／
佐
藤
光

一　

印
刷
者
／
白
鳥
印
刷

機
編

集

後

記

咸

今
年
に
入
り
、
あ
れ
だ
け
身
近
に

い
た
ス
ズ
メ
の
姿
も
鳴
き
声
も
聞
か

な
い
。
家
庭
菜
園
に
蒔
い
た
種
を
ね

ら
う
野
鳩

の
姿
も
め

っ
き
り
少
な

い
。
そ
う
い
え
ば
、
田
植
え
あ
と
の

上
空
を
飛
翔
す
る
ツ
バ
メ
を
ほ
と
ん

ど
見
か
け
な
い
。
自
然
界
に
微
妙
な

変
化
が
進
行
し
て
い
る
の
か
と
、
農

業
を
趣
味
と
す
る
私
は
不
安
感
が
増

す
ば
か
り
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
女

性
生
物
学
者
レ
イ
チ

ェ
ル

・
カ
ー
ソ

ン
は

一
九
六
二

（昭
和
三
七
年
）
出

版
の

『沈
黙
の
春
』
で
、
殺
虫
剤
の

Ｄ
Ｄ
Ｔ
や
農
薬

の
大
量
使
用

の
結

果
、
春
が
来
て
も
小
鳥
の
さ
え
ず
り

な
ど
が
聞
こ
え
な
い
自
然
の
あ
り
方

を

『沈
黙
の
春
』
と
表
現
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
世
界
を

『病
め

る
世
界
』
と
も
警
告
し
た
。

昔
か
ら
私
た
ち
は
自
然
の
息
吹
を

微
妙
に
感
じ
取
り
、
共
生
し
な
が
ら

生
き
て
き
た
。

昔
し
か
ら
の
生
活
の
営
み
の
痕
跡

が
文
化
や
文
化
財
で
あ
る
が
、
郷
土

の
文
化
や
文
化
財
に
少
し
で
も
関
心

を
持

つ
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
自
然

と
の
微
妙
な
対
話
を
通
し
て
、
私
た

ち
の
あ
り
方
を
考
え
る
第

一
歩
に
な

る
の
で
は
と
思
う
。
『沈
黙
の
春
』

に
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

含
県
）

』露||11 藤| 十 ■ 雲 ,1魏■ 醸E『 || 1理
『

|'|

前 年 度 繰 越 金

費 603000

会 員 会 費 263000
正会員2,000円 ×123名

家族会員1,000円 X17名

特  別  会  費 日帰り研修40名×8,000円

役 員 研 修 費 役員研修会費20名Xl,000円

助 成 金 81,000 郡上市より

寄 付 金 10.000

雑 入 0

本
ロ 「

I

:1理露11, :目 11津●1菫■1糠 擦 | 要

前 年 度 繰 越 金 70,766

〈
´ 費

会 員 会 費 250,000
正会員115名

家族会員20名

特  別  会  費
1日 研修6.500×42名 =286,000

1,自 百牙1'29,000× 4843=1,392,000

役 員 研 修 費

助 成 金 90.000

寄  付   金 26,000

計 2122.766

遭 || 1日|

議 費 50,000

総 費

ベ
バ

圭
蔵 費 40,000

事 業 ti・ 570000

特 別 研 修 費 390,000 1日 研修 役 員研修

会 報 発 行 費

事 業 活 動 費 市内文化財めぐり、本仕作業等

事 務 局 費

消 耗 品 費 10,000

通 信 費

旅 費 0

会 費 (県 市 ) 県 :30,000 郡上市 :20,000

予 備 費

計

平成17年 度の歳入 歳出経理について監査を行った結果、適正に処理

平
成
十
八
年
六
月

一
日
発
行
　
発
行
者
／
大
和
町
文

11露i 目 ■灘■菫■額| 摘 要

〈
ム 議 費 53,350

総 〈
ム 費 11550 講師料 他

議 費 41,800 年末役員会、会計監査他

事 業 費 1960628

特 別 研 修 費 1,678,000 日帰り研修 42名、1泊研修48名

会 報 発 行 費 40950

事 業 活 動 費 9,760
郡上部内文化財めぐり

奉仕作業、七 日祭り

文化財展示館パンフ 95,550 2.000音 5

1日 ・宿泊研修補助 136368 1目 研修、宿泊研修

事 務 局 費 25,385

消 耗 品 費 接写用無反射ガラス

通 信 費 6,385

会 費 (県 市 ) 県:63.000郡 :20,000

計 2,122,363


